
正楽寺・儀長城遺跡

調査の経過正楽寺・儀長城遺跡は、稲沢市儀長町に所在し、稲沢市のほぼ中央を蛇行しながら流れ

る三宅川が形成した自然堤防上の微高地に位置する。標高は2.6m前後で三宅川右岸に立地

し、平成3年度に本センターが調査した堀之内花ノ木遺跡に隣接している。発掘調査は、

県道馬飼井堀線建設に伴う事前調査として、愛知県土木部より愛知県教育委員会を通じて

委託を受け、平成6年1月～3月にかけて実施した。(前田雅彦)

調査の概要本年度の調査区は面積460㎡をはかる。調査区は東側が三宅川の堤防と接し、地形的には

微高地の末端部にあたる。今回検出できた遺構は、竪穴住居・土坑・溝があるが、土坑の

なかには堀立柱建物の柱穴の可能性をもつものも存在している。遺構の分布状況は西側が

濃密で、東側は希薄となる。年代は6世紀～13世紀と、やや幅があるが、6～10世紀と13

世紀にややまとまりをみる。出土遺物は、須恵器・土師器・灰釉陶器・灰釉系陶器などが

ある。数量はコンテナ約20箱(一次整理段階)を数える。

なお、本年度の調査区では遺跡の名称となっている「正楽寺」も「儀長城」もその実体

を確認することができなかった。(池本正明)
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調査区全景
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